
 

   府立中津支援学校 平成 28年度「学校協議会」報告書（第２回） 

日 時 平成 28年 12月 7日（水） 10:00～12:00 

 

 

 

 

出席者 

協議会委員 所属等 学校事務局 校務分掌等 

辻 行雄 ｴﾙｽﾞｶﾚｯｼﾞおおさか校長 井上 慎一 校長 

田中 博之 大阪整肢学院 院長 井筒 文彦 教頭 

花咲 典之 中津連合振興町会会長 水迫 英紀 事務長 

植田 秀彦 新梅田ｼﾃｨﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ会長 横山 伸子 首席 

米田 秀 中津更生園施設長 山中 有美子 首席 

小林 信恵 森ノ宮医療大学 広報室 参事 橋本 和枝 小学部主事 

  奥野 高弘 中学部主事 

  河合 悠吾 高等部主事 

傍聴人     

おもな 

テーマ 

・学校教育計画から各学部の状況について（各学部主事） 

・平成 28年度学校経営計画の進捗状況について（校長） 

・進路指導進捗状況について（進路指導部長） 

・授業改善について（教頭） 

・平成 28年度学校教育自己診断アンケートについて（教頭） 

協議内容 

の概略 

・小中学部高等部の本年度取組と生徒の状況報告 

・本年度の学校経営計画について進捗状況の報告 

・進路指導の進捗状況と生徒の就労体験実習について 

・授業改善について授業参観保護者アンケート 2回実施分から報告と課題について 

・本年度の学校教育自己診断アンケート実施結果について報告、今後の予定連絡 

提言内容・ 

改善方策 

提言・意見 

〇進路に関して 

・府庁実習では、多くの大人の人に囲まれて、生徒に気づきがあった。 

・学校在学中での基本的な生活習慣を身に付けていただければありがたい。 

〇学校生活・行事に関して 

・中津まつりを見学したが、児童生徒が生き生きしていた。先生たちの一生懸命な努力 

の跡が見て取れた。 

・ライオンズクラブとしても複数の会員が中津まつりを参観させてもらった。さらにク 

ラブとして中津支援学校を支援していきたい。 

・小学部、中学部、高等部それぞれの生活経験を踏まえての発表がよかった。 

・児童生徒の表情が良い。日頃の学校での指導の成果であると感じた。小学部の経験を 

とおして力をつけていける場を作ってほしい。 

・行事として、高等部中学部では少し変わったアプローチが良いのでは、経験が積み重 

なる取組をしてほしい。小学部においても行事が進路学習の一環であることを明確に 

することが必要である。 

・学院カンファレンスについて色々な情報交換ができている。 

〇アンケートについて 

・一人の生徒だけでなく複数の児童生徒を見て択一回答するのはむつかしい。具体的な 

質問項目が必要ではないか。 

・評価の結果を学校学院協議会で報告して学院職員への周知が必要。 

・アンケートの少数意見を大切にしていくことが重要である。 



 

 


